
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

直前まで我慢して申請するが、

勤務手配が大変。突然出勤

を頼まれる側も大変。職場の

みなさんに申し訳なく思い申
請しづらくなる。しかし生理痛

は辛い･･･

直前だと代替え見

つからないよ

また休日出勤しな

いといけないの!?

こんな朝早くに

連絡されても･･･制度上前もっ

て申請すること

は馴染まない

といわれてい

るから･･･

明日間違いなく辛

いんだけど･･･
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●女性社員数：6,000 名以上（詳細は示されず） 
 （毎年約 1,700 名を採用している。） 
●系統別 営業関係：約 2,000 名、乗務員：約 1,200 名 
       車両・設備：約 300 名、きかく部門：約 1,100 名 
       病院：約 600 名、休職者：約 800 名    
●年度別採用者数：公表していない。 
●年度別離職者数：開示していないが、多くはない 
●主幹職Ａ･Ｂ発令者数：（主務職以上で）380 名在籍 

 
◆女性社員の採用目標は、全体の 20％ 

◆実際には、30％近く採用できている 

◆採用は堅調である 

 

●女性の配属数に対して整備が遅れている。設備計画は配属数に合わせて行うべき。 

◆女性の増加に合わせて整備している。設備が遅れているという認識にない 
◆遅れているということより、更なる環境改善をしていくかということ。 
◆配置数に見合った形に、必要な設備は備えていく。 

◆女性の育成プランについての考え方 
・女性だけを育成することにはならない。 

・性別を問わず、管理職に相応しい社員を登用する。 

・特に女性だから登用できないことがないよう意識し、 

女性にチャレンジしていただきたい。 

 

 

◆勤務は厳正でなくてはならない。 
◆前もっての申請はなじまない。 

●制度としては確立しているが、取得しづらい。 

●本人から申請あれば必ず取得できようにすべき。 

◆任用の基準で決定する。本人希望のみでやっていくことはない。 

◆休職者は、（要員から外し）運営から外している。 
◆育児・介護制度活用者は、要員とする。 

◆育児介護休職者数：約 300 名 
◆育児介護Ａ・Ｂ制度活用者：約 300 名 

◆状況に対しては配慮している。お互いの助け合いをベースにしている。 


